
















































































　図 1は、ここ約 10 年の高校卒業者の進路状況である。まず、大学（学部）への進学状況を
みると 2002 年に 41.3％であった進学率は、2008 年に 50.2％と 5 割を越え、2010 年は 51％と
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進路多様校生徒における進路意識に関する研究（長谷川　誠）
をみると、それぞれ 2002 年に 7.7％、18.9％だった進学率は、緩やかに下降をたどり、2010 年
には短期大学が 5.7％、専門学校が 16％と、およそ 2〜 3ポイントの減少となっている。そして、
就職状況では、2002 年の 16.6％から 2007 年の 19％と、一旦は上昇がみられたが、2009 年に
は 15.8％に下降し、2010 年は 15.9％にとどまり、依然として低い状態が続いている。
　次に、学科別（普通科高校、専門高校別）の進路状況について、ここ 20 年間の動向を 1990 年、
2000 年、2010 年時の数値変化でみてみたい（図 2参照）。まず、普通科高校をみると、大学・
短期大学への進学率は、1990 年の 37.7％から 2000 年に 53.3％、2010 年には 63.1％と、大幅な
上昇がみられた。他方、専門学校への進学率をみると、1990 年は 34.8％であったが、2000 年




年に 17.1％、2010 年には 23.5％まで上昇している。このような上昇傾向は、専門学校への進
学でもみられ、1990 年の 15％から、2000 年に 24.4％、2010 年には 24.5％とおよそ 10 ポイン
トの上昇となり、大学・短期大学とあわせると、現在、専門高校の生徒の約 5割が進学してい
るのである。それに対して、就職状況は、1990 年時点では 74.7％と当時 4人に 3人が就職し
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既に述べたが、ここ 10 年をみると、それぞれ同程度の推移をみせているのである。2000 年か
ら 2010 年の高校生を取り巻く社会情勢の主な事象のひとつに、大学進学者と大学入学定員が
同数となる「大学全入時代」の到来や、団塊世代が大量退職することから新卒者の求人が好転
するなどといった、いわゆる「2007 年問題」があった。実際に、就職状況も 2006 年から 2008
年は回復をみせ、他方、大学合格率も団塊ジュニア世代が受験期をむかえた 1990 年前半ごろ
は 60％台であったが、2000 年代になると 80％を超え、2007 年には 89.1％まで上昇しており（文
部科学省学校基本調査より）、大学進学が容易になっている状況がある。このように、大学進学、



















































　時期：2011 年 6 月、7月
　対象：104 名　（男子 89 名　女子 15 名）
　　　（私立普通科高校 29 名・公立普通科高校 40 名・公立専門高校 35 名）
　　　　＊ 3 校ともに、生徒の進路先をみると、大学が 20％〜 30％、短期大学、専門学校が
30 〜 40％前後、就職が 40 〜 50％となっている。
　方法：・アンケート調査


























高校区分 学力 経済状況 就職環境 その他
私立普通科高校
37.9％ 31.0％ 27.6％ 3.5％ 100％
n＝ 11 n ＝ 9 n ＝ 8 n ＝ 1 n ＝ 29
公立普通科高校
45.0％ 22.5％ 27.5％ 5.0％ 100％
n＝ 18 n ＝ 9 n ＝ 11 n ＝ 2 n ＝ 40
公立専門高校
51.4％ 17.1％ 28.6％ 2.9％ 100％
n＝ 18 n ＝ 6 n ＝ 10 n ＝ 1 n ＝ 35
（χ2 ＝ 2.224、df ＝ 6、p＞ 0.05）
表 2　志望進路別
志望進路 学力 経済状況 就職環境 その他 合計
大学
47.8％ 17.4％ 34.8％ 0.0％ 100.0％
n ＝ 11 n ＝ 4 n ＝ 8 n ＝ 0 n ＝ 23
短期大学・
専門学校
43.2％ 13.6％ 36.4％ 6.8％ 100.0％
n ＝ 19 n ＝ 6 n ＝ 16 n ＝ 3 n ＝ 44
就職
46.0％ 37.8％ 13.5％ 2.7％ 100.0％
n ＝ 17 n ＝ 14 n ＝ 5 n ＝ 1 n ＝ 37


















まり、72 名（88.9％）の生徒が、それでも大学に進学しないと答えた。この 72 名のうち質問





理　由 短期大学 専門学校 就職
①学力不足だと考えているから 1 3 13
②家庭の経済状況が厳しいから 2 1 11
③自分がやりたいことが短期大学や専門学校で十分に学べるから 7 19 －
④就職が厳しいため仕方なく進学するが、大学には興味がない 0 4 －
⑤とくに理由はないが最初から大学には興味がない 2 4 10













































































































































































































































































































































 2011 年 9 月 26 日受理

